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竹
内

祐
子

議
員（
共
産
）　
京
浜

河
川
事
務
所
が
取
り
ま
と
め
た
多

摩
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
は
、
市
に
お
い
て
も

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
が
、
治

福
田

千
夏

議
員（
公
明
）　
国
が

成
長
戦
略
の
一
つ
と
し
て
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
構
築
に
注
力
し
て
い
る

中
、
自
治
体
の
窓

口
業
務
も
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
変
革

が
望
ま
れ
て
い
る

が
、
窓
口
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
市
民

の
満
足
度
や
今
後

の
課
題
は
。

市
長
　
新
た
な
業

務
に
係
る
手
続
き

の
煩
雑
さ
な
ど
か

髙
津

み
ど
り

議
員（
公
明
）　
環

境
を
考
慮
し
た
学
校
事
業
、
い
わ

ゆ
る
エ
コ
ス
ク
ー
ル
事
業
が
全
国

で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
市
の
取
組
を
聞
き
た
い
。

教
育
部
長
　
エ
コ
ス
ク
ー
ル
化
に

向
け
た
取
組
と
し
て
、
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
市
内
全
33
校
で
実
施
し

た
ほ
か
、
屋
上
緑
化
な
ど
を
進
め
、

児
童
・
生
徒
が
環
境
問
題
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

議
員
　
エ
コ
ス
ク
ー
ル
・
プ
ラ
ス

事
業
に
つ
い
て
の
市
の
認
識
は
。

教
育
部
長
　
同
事
業
は
、
地
球
温

水
対
策
が
進
ん
で
い
る
か
疑
問
を

抱
く
声
を
聞
く
。
そ
こ
で
、
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
は
。

危
機
管
理
監
　
小
柳
町
付
近
の
河

道
掘
削
、
郷
土
の
森
第
２
野
球
場

か
ら
郷
土
の
森
サ
ッ
カ
ー
場
南
側

ま
で
の
護
岸
工
事
は
完
了
し
て
い

る
。
大
丸
用
水
堰ぜ

き

の
改
築
に
向
け

た
準
備
工
事
も
令
和
４
年
５
月
末

で
完
了
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

議
員
　
想
定
浸
水
深
表
示
板
の
設

置
箇
所
周
辺
に
は
、
土
地
評
価
額

へ
の
影
響
を
心
配
す
る
住
民
も
い

る
が
、
市
の
見
解
は
。

市
民
部
長
　
直
近
の
評
価
替
え
基

準
年
度
で
あ
る
３
年
度
に
お
い
て
、

い
ず
れ
の
地
点
で
も
評
価
額
が
上

昇
し
て
い
る
こ
と
、
土
地
の

価
格
形
成
に
は
様
々
な
要
因

が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
表

示
板
設
置
の
影
響
は
少
な
い

も
の
と
捉
え
て
い
る
。

他 

府
中
市
の
環
境
資
源
対
策
に

つ
い
て
―
さ
ら
な
る
ご
み
の
減

量
と
ご
み
袋
の
値
下
げ
を
求
め

て
―

ら
、
転
出
入
の
増
加
す
る
時
期
に

混
雑
が
発
生
し
、
利
用
者
か
ら
不

満
の
声
が
上
が
る
こ
と
も
あ
る
。

今
後
の
課
題
は
、
新
庁
舎
移
転
の

好
機
を
逃
さ
ず
、
デ
ジ
タ
ル
機
器

を
活
用
し
た
受
付
方
法
の
導
入
な

ど
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

議
員
　
証
明
書
の
申
請
な
ど
に
当

た
り
職
員
が
手
続
き
に
必
要
な
内

容
を
聞
き
取
り
、
市
民
は
署
名
す

る
だ
け
で
手
続
き
が
で
き
る
、
い

わ
ゆ
る
書
か
な
い
窓
口
の
導
入
が

増
え
て
い
る
が
、
市
の
考
え
は
。

市
民
部
長
　
窓
口
の
混
雑
緩
和
に

効
果
が
あ
る
も
の
と
捉
え
て
お
り
、

暖
化
対
策
に
資
す
る
施
設
整
備
を

行
い
、
そ
れ
を
環
境
教
材
に
活
用

す
る
学
校
を
、
国
の
関
係
４
省
が

連
携
し
て
認
定
す
る
制
度
で
あ
る

が
、
脱
炭
素
化
の
取
組
強
化
の
た

め
、
令
和
４
年
度
か
ら
認
定
要
件

の
う
ち
、
建
物
で
消
費
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
削
減
率
が
大
幅
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
改
築

事
業
全
体
の
費
用
増
に
配
慮
し
つ

つ
、
国
や
都
の
制
度
設
計
や
建
物

の
実
施
設
計
段
階
で
の
最
新
技
術

等
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
地
球
温

暖
化
防
止
の
取
組
を
推
進
す
る
。

他 

乳
幼
児
健
診
の
さ
ら
な
る
充
実
を

結
城

亮

議
員（
市
民
）　
水
害
時

に
お
い
て
は
遠
く
の
避
難
場
所
に

行
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
自
動
車

で
避
難
で
き
る
場
所
の
確
保
を
優

先
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、
大
型
店
舗
の
立
体
駐
車
場

を
無
料
開
放
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

民
間
商
業
施
設
と
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

危
機
管
理
監
　
複
数
の
施
設
と
協

議
を
行
っ
て
き
た
が
、
建
物
を
損

傷
さ
せ
た
場
合
の
施
設
賠
償
や
無

料
で
の
利
用
な
ど
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
協
定
締
結
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

稲
津

憲
護

議
員（
市
フ
ォ
）　
精
神

疾
患
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
に
つ

い
て
、
市
は
教
育
上
ど
の
よ
う
な

配
慮
が
必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
あ
ら
ゆ
る
偏
見
や
差
別

を
決
し
て
許
し
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
、
義
務
教
育
段
階
で
、

精
神
疾
患
を
含
む
心
の
健
康
に
関

す
る
学
習
や
人
権
教
育
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
偏
見
等
を
未
然

に
防
ぐ
取
組
が
重
要
と
考
え
る
。

議
員
　
教
育
委
員
会
と
し
て
、
今

後
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ

ー
教
育
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
考
え
か
聞
き
た
い
。

そ
な
え

邦
彦

議
員（
自
由
）　
児

童
虐
待
へ
の
対
応
で
、
母
子
保
健

法
に
基
づ
く
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
く
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
の
情
報
が
十
分
に
共
有
さ
れ
ず
、

支
援
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
る
と

聞
く
が
、
本
市
の
設
置
状
況
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い

て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
た
っ
ち
」

に
分
か
れ
て
開
始
し
た
が
、
令
和

４
年
７
月
、
新
規
開
設
す
る
「
み

ら
い
」
に
移
転
統
合
す
る
。
ま
た
、

渡
辺

将

議
員（
都
民
）　
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、

い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
方
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
国
は
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
を
策
定
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
に
よ
る
市
民
の
利
便
性
向

上
や
業
務
の
効
率
化
な
ど
を
各
自

治
体
に
求
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
本
市
で
も

喫
緊
の
課
題
と
捉
え
、
令
和
４
年

度
、
組
織
改
正
と
専
門
的
知
識
等

を
有
す
る
人
材
の
採
用
を
行
い
、

推
進
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導

入
に
合
わ
せ
て
制
度
や
業
務
の
在

り
方
を
変
革
す
る
と
と
も
に
、
そ

こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
人
的
資
源

を
活
用
し
、
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
更
な
る
向
上
に
つ
な
げ
る
。

議
員
　
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た
、
今

後
の
取
組
は
。

行
政
改
革
担
当
参
事
　
新
た
に
設

置
す
る
市
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
で
、
方

針
等
を
取
り
ま
と
め
、
５
年
５
月

の
新
庁
舎
へ
の
移
転
を
見
据
え
て
、

段
階
的
か
つ
戦
略
的
に
取
組
を
展

開
し
て
い
く
。

他 

「
武
蔵
国
　
府
中
大
使
」
に
つ
い
て

●
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て

議
員
　
災
害
時
、
自
衛
隊
の
基
地

と
の
連
携
は
不
可
欠
と
思
う
が
、

航
空
自
衛
隊
府
中
基
地
を
水
害
時

の
避
難
場
所
と
す
る
協
議
を
行
う

考
え
は
あ
る
か
。

危
機
管
理
監
　
同
基
地
は
自
衛
隊

が
災
害
対
応
に
従
事
す
る
た
め
の

活
動
拠
点
で
あ
る
た
め
、
水
害
時

の
避
難
場
所
と
し
て
の
利
用
は
困

難
と
考
え
て
い
る
。

他 

小
・
中
学
校
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、

多
様
性
の
課
題
に
つ
い
て
●
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
高
齢
者
及

び
発
熱
に
よ
る
感
染
の
疑
い
が
あ
る
方

へ
の
移
送
支
援
の
課
題
に
つ
い
て

教
育
部
長
　
全
教
職
員
が
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
十
分
配
慮
し
な
が

ら
、
児
童
・
生
徒
と
関
わ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
全
て
の

大
人
が
児
童
・
生
徒
の
細
か
な
変

調
に
気
づ
く
感
性
を
高
め
る
こ
と

と
併
せ
て
、
児
童
・
生
徒
自
身
が

心
身
の
不
調
に
気
づ
い
た
際
に
、

近
く
の
大
人
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
伝
え
る

こ
と
な
ど
、
心
の
健
康
教
育
の
充

実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

※
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
…
心

の
健
康
行
動
に
対
す
る
心
構
え

他 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
適

用
範
囲
拡
大
に
つ
い
て

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
も
、

「
た
っ
ち
」
か
ら
「
み
ら
い
」
に

移
す
。
母
子
保
健
施
策
及
び
子
育

て
支
援
施
策
を
切
れ
目
な
く
一
体

的
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効

果
的
な
支
援
が
で
き
る
と
考
え
る
。

議
員
　
市
と
し
て
の
、
虐
待
防
止

へ
の
対
応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
多
く
の
媒
体

で
周
知
す
る
ほ
か
、
関
係
機
関
職

員
や
市
民
を
対
象
と
し
た
研
修
を

開
催
し
、
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

他 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
収
集
状
況
に

つ
い
て

想定浸水深表示板の設置に伴う

土 地 評 価 額 へ の 影 響 は

書かない窓口の導入について

市　　　　の　　　　考　　　　え　　　は

ＤＸ推進に向けた

今 後 の 取 組 は

エコスクール事 業

これまでの市の取組は

表示板設置の影響は

少ないものと捉えている

電子機器の使用による省力化等の
手法を含め実現の可能性について
調 査 ・ 研 究 を 行 う

新庁舎への移転も見据えて
段 階 的 か つ 戦 略 的 に
取 組 を 展 開 し て い く

照明のＬＥＤ化などを進め
児童・生徒が環境問題を身近に
感じられるようにしている

大

型

店

舗

の

立

体

駐

車

場

水

害

時

の

無

料

開

放

に

向

け

た

民
間
商
業
施
設
と
の
協
定
締
結
の
検
討
は

メ
※

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
考
え
か

市

の

児

童

虐

待

防

止

へ

の

対

応

に

つ

い

て

聞

き

た

い

複
数
の
施
設
と
協
議
を
行
っ
て
き
た
が

協
定
締
結
に
は
至
っ
て
い
な
い

自
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
な
ど

心

の

健

康

教

育

の

充

実

を

図

る

必

要

が

あ

る

多
く
の
媒
体
で
周
知
す
る
ほ
か

関
係
機
関
職
員
等
へ
の
研
修
を
開
催
し

啓

発

に

努

め

て

い

る

電
子
機
器
の
使
用
に
よ
る
省
力
化

等
の
手
法
を
含
め
、
実
現
の
可
能

性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
う
。

他 

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実
を
求

め
て

　▲�大丸用水堰

　▲ＬＥＤ化された教室の照明


